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第１回市民検討協議会 

府中市庁舎 プロポーザル案 



6 協議会の進め方について 



府中の個性が光る 
市庁舎を実現する為に 

～プロポーザルでの提案内容～ 



「縁をつなぐ府中市新庁舎」 



人と人をつなぐ 
基本理念を実現するための「実施方針」 

「思い」をつなぐ 
人と人のつながりを大切にし、さまざまな意見に耳を傾けます 

 
「力｣をつなぐ 
組織設計事務所の技術力・総合力を生かします 

 
「時間」をつなぐ 
中長期的視点に基づきスケジュール管理を行います 



■実施体制 

実施体制 
豊富な実績をもつ設計チーム 
充実したバックアップ体制 



■実施工程表 

実施工程 
３つのフェーズによる効率よい計画 
ホールドポイントの設定 



市民、職員とともに考える 
合意形成体制の構築 

運用体制の構築 
市民検討協議会をワークショップ形式で行うことを提案します 

職員検討会をワークショップと並行して行います 

 
近隣住民・全体市民との合意形成 
定期情報誌「かわら版」を作成し市民に周知することを提案します 

 
説明会の支援ツール 
説明会ではスライド上映や模型などを用いてわかりやすく伝えます 



■合意形成の流れ 



■ワークショップ(WS)の進め方の例 

合意形成方法及び周知方法 



■26年度以降のワークショップ(WS)の例 

合意形成方法及び周知方法 



まちとつながる 
まちづくりと連携した庁舎 

「地域」をつなぐ 

誰もがアクセスしやすく、まちの賑わいをつなぎ、シンボルとな
る庁舎をつくります 

 
「緑」をつなぐ 

「水と緑が輝く潤いのあるまち府中」を象徴する緑豊かな庁舎を
つくります 

 
「情報」をつなぐ 

地域交流を促すさまざまな情報を提供する庁舎をつくります 

 

「環境」をつなぐ 

周辺環境と調和した、誰にも愛される庁舎をつくります 



■動線分析 

「地域」をつなぐ 
周辺状況を考慮した庁舎 
2駅からの動線と通りへの顔を考慮した配置 



■緑のネットワーク 

「緑」をつなぐ 
周辺状況を考慮した庁舎 
周囲の緑と連続するオープンスペース 



■周辺施設の分布 

「情報」をつなぐ 
周辺状況を考慮した庁舎 
周辺施設と連携した情報発信拠点としての整備 



「環境」をつなぐ 周辺状況を考慮した庁舎 

■周辺環境に配慮したスカイラインのイメージ 



将来へつながる 
使いやすく、効率的な庁舎 

「ニーズ」をつなぐ 

市民も職員も誰もが使いやすい窓口と執務空間をつくります 

 
「人」をつなぐ 

使う人の目的に合わせた「空間」と「場所」をもち、有効に活用
できる市民スペースをつくります 

 
「時」をつなぐ 

将来の需要の変化に柔軟に、かつ、効率よく対応できる庁舎をつ
くります 



■窓口のタイプ ■ユニバーサルな窓口空間の一例 

「ニーズ」をつなぐ 
市民にも職員にも使いやすい窓口と執務空間 

市民が使いやすい窓口 ユニバーサルな窓口空間 



■市民創作スペース 

■カフェ 

■講義室 

■ギャラリー 

「人」をつなぐ 



END 


